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梅
雨
の
晴
れ
間
、
雨
に
洗
わ
れ
た
新
緑
の
木
々
の
美
し
さ
は

清
々
し
く
、
こ
の
季
節
は
雨
を
喜
び
、
楽
し
み
、
心
を
洗
い
清

め
て
心
身
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
▼
健
康
を
保
つ
の
に
必

要
な
の
は
美
し
く
丈
夫
な
歯
を
維
持
す
る
事
で
、
歯
磨
き
は
重

要
な
手
段
と
な
り
ま
す
。
最
近
、
食
後
す
ぐ
の
歯
磨
き
は
エ
ナ

メ
ル
質
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
の
で
二
〜
三
十
分
し
て
か
ら
行

う
の
が
良
い
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
毎
食
後
必
ず
歯
磨
き

を
す
る
習
慣
は
、
元
気
な
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
▼
こ
の
歯
磨
き
は
、
衛
生
的
に
は
食
事
を
済
ま
せ
て
か
ら
磨

く
の
が
合
理
的
な
の
で
す
が
、
中
に
は
起
床
と
共
に
洗
面
、
歯

磨
き
、
更
衣
を
し
て
か
ら
食
事
を
す
る
方
も
多
く
お
り
ま
す
。

こ
の
行
為
は
、
私
達
は
古
く
か
ら
食
べ
物
な
ど
を
は
じ
め
万
物

の
す
べ
て
は
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
恵
み
で
、
そ
れ
を
食
す
る

我
々
は
自
然
と
共
に
生
き
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言
う
感
謝
の

気
持
ち
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
▼
祖
先
が
神
と
し
て
大
切
に
守
っ

て
き
た
森
や
山
、
海
や
川
が
自
然
災
害
を
防
ぎ
、
豊
富
な
食
料

資
源
を
育
ん
で
き
た
事
が
現
代
科
学
で
証
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
科
学
が
未
発
達
な
頃
か
ら
不
思
議
と
理
に
適
っ
た
安
全
で

豊
か
な
生
活
を
し
て
き
た
名
残
り
が
、
食
事
前
に
身
支
度
を
整

え
る
と
い
う
行
為
を
普
通
に
し
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
▼
神

社
で
は
古
来
か
ら
安
全
で
豊
か
な
生
活
を
願
い
様
々
な
祭
が
行

わ
れ
て
来
ま
し
た
。
今
月
二
十
一
日

(

海
の
日)

に
は
寒
川

茅
ヶ
崎
鎮
座
の
各
神
社
約
四
十
基
の
神
輿
が
茅
ヶ
崎
南
湖
の
浜

に
勢
揃
い
し
浜
降
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
湘
南
地
方
で
は
こ
の

祭
り
が
終
わ
る
と
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

来
ま
し
た
。
本
年
は
遅
い
海
の
日
で
す
の
で
、
梅
雨
も
明
け
晴

天
の
中
で
斎
行
さ
れ
、
大
勢
の
観
衆
の
前
で
盛
会
裡
に
執
り
行

わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

(

國
廣

弘)
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引
き
続
き
社
頭
発
輿

三
時
四
〇
分

一
之
宮
御
通
過

四
時
五
〇
分

田
端(

神
輿
を
車
輌
に
奉
安)

五
時
三
〇
分

国
道
一
三
四
号
線
西
浜
交
差
点

(

舁
輿)

六
時
〇
〇
分

南
湖
浜
祭
場
着
御

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

祭
典
終
了
後
祭
場
発
輿

八
時
三
〇
分

国
道
一
三
四
号
線(

神
輿
を
車
輌
に
奉
安)

九
時
一
〇
分

田
端
行
在
所
供
饌
祭

九
時
四
五
分

一
之
宮
行
在
所
供
饌
祭

十
時
二
〇
分

寒
川
駅
前
公
園

東
日
本
復
興
祈
願
祭

十
一
時
四
〇
分

寒
川
神
社
御
旅
所
祭

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
� 社

を
始
め
、
寒
川
町
・
茅
ヶ
崎
市
に
鎮
座

す
る
三
十
四
社
の
神
輿
三
十
九
基
が
茅
ヶ

崎
南
湖
の
浜
に
集
結
、
禊
を
行
っ
た
後
に

合
同
祭
典
を
執
り
行
い
、
国
家
安
泰
・
五

穀
豊
穣
・
大
漁
満
足
を
祈
念
致
し
ま
す
。

帰
路
で
は
寒
川
駅
前
公
園
に
町
内
に
鎮

座
す
る
四
社
の
神
輿
が
集
い
、
東
日
本
復

興
祈
願
祭
を
執
行
、
巫
女
に
よ
り
神
前
神

楽
が
奉
奏
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
各
種
模
擬
店
も
出
店
、
園
児
達

が
飾
り
付
け
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
神
輿
も
披
露

さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。
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湘
南
地
方
に
本
格
的
な
夏
の

到
来
を
告
げ
る
〈
暁
の
祭
典

―
浜
降
祭
―
〉
が
七
月
二
十
一

日
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。

神
奈
川
県
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
祭
典

は
、
海
の
日

(

七
月
第
三
月
曜

日)

の
早
朝
、
祭
主

寒
川
神
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入
澤

一
三

中
島

啓
介

前
田

隆
一

松
本

学

!
"

藤
沢

賢
一

伊
藤

留
治

小
林

亮

山
田

文
夫

飯
田

誠

根
本

康
明

山
上

貞
夫

藤
田

善
三

田
中

賢
三

#
$

�
橋

春
吉

金
子

昭

大
川

静
男

横
溝

�
義

市
川

元
久

%
&
'

小
菅

�
志

(
%
&
'

金
子

武

%
&

中
島

和
則

戸
田

久
夫

吉
見

信

石
井

進

岡
戸

龍

杉
山

直
弘

佐
藤

廣
孝

荒
川

誠

石
黒

勉

福
岡

清
一

高
林

靖
男

猪
原

和
泰

東

正
彦

亀
山

泰
雄

江
川

辰
夫

�
�

�
�

�
�
�
�
�
��
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農
作
物
に
害
を
も
た
ら

す
病
害
虫
を
追
い
払
い

天
災
に
も
見
舞
わ
れ
る
こ

と
無
く
、
稔
り
豊
か
な
秋

の
収
穫
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
祈
る
祭
事
で
、
各
農
家

に
豊
作
祈
願
の
神
札
が
領

か
た
れ
ま
す
。

	


�
�
�
�

�
�
�
*
��
)
�

浜
降
祭
は
、
平
成
九
年

｢

海
の
日

(

七
月
第
三
月

曜
日)｣
に
変
更
さ
れ
る

前
は
、
七
月
十
五
日
に
行

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
由
緒
あ
る
日
を
後

世
に
伝
え
る
為
、
古
式
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
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六
月
十
一
日
、
御
本
殿
向
拝

前
の
大
注
連
縄
が
三
年
ぶ
り
に

掛
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

新
し
い
注
連
縄
は
、
職
工
奉

仕
会
の
会
員
で
あ
る
㈱
金
子
建

材
土
木
の
職
人
達
が
、
金
属
を

一
切
使
用
せ
ず
、
約
一
ヶ
月
を

か
け
て
丁
寧
に
奉
製
し
た
も
の

で
、
長
さ
十
四
・
五
メ
ー
ト
ル

重
さ
は
一
ト
ン
程
あ
り
ま
す

当
日
は
注
連
縄
を
お
祓
い
し

た
後
、
三
十
人
程
の
人
出
に
よ

り
一
日
を
か
け
て
掛
け
替
え
ら

れ
ま
し
た
。


�

�
�

�
�

寒
川
神
社
を
始
め
町
内
の
兼

務
神
社
の
総
代
に
よ
り
組
織
さ

れ
る

｢

全
総
代
会｣

が
六
月
一

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
中
島
啓
介
責
任
役

員
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
任
期

満
了
に
伴
う
責
任
役
員
の
交
代

の
経
過
や
就
任
、
社
務
・
本
年

度
補
正
予
算
、
次
年
度
歳
入
歳

出
予
算
等
に
つ
い
て
詳
細
な
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
一
日
か
ら
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
、
内
庭
の

石
張
り
工
事
も
順
調
に
作
業
が

進
捗
し
、
六
月
末
に
は
ほ
ぼ
完

成
し
、
若
干
の
手
直
し
を
残
す

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
正
月
な
ど
参

拝
の
方
が
大
勢
お
み
え
に
な
る

時
期
に
懸
念
さ
れ
て
い
た
、
段

差
に
よ
る
危
険
や
砂
塵
に
よ
る

悪
影
響
も
解
消
さ
れ
た
他
、
内

庭
西
側
よ
り
向
拝
前

に
か
け
て
新
た
に
ス

ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ

車
椅
子
を
ご
利
用
の

方
に
も
賽
銭
箱
の
前

に
て
参
拝
頂
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
根
を
伝
い
落
ち
る

雨
水
に
含
ま
れ
る
緑
青
等
に
よ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▲新設のスロープ

る
生
育
へ
の
影

響
を
鑑
み
、
南

側
へ
移
さ
れ
養

生
中
だ
っ
た
御

神
木
も
無
事
移

植
作
業
が
終
わ

り
、
装
い
も
新

た
に
参
拝
者
を

お
迎
え
致
し
ま

す
。

�
移
植
さ
れ
た
御
神
木
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名
誉
宮
司

多

田

一

馬

宮

司

利

根

康

教

禰

宜

石

腰

亮

〃

渋

谷

幹

�

〃

白

岩

修

治

権

禰

宜

川

見

順

春

〃

前

島

正

〃

鈴

木

康

宏

〃

水

谷

智

賢

〃

山

田

栄

〃

西

井

義

行

〃

國

廣

弘

〃

大

関

光
佐
雄

〃

石

黒

�

彦

〃

井

上

浩

之

〃

長

倉

基

博

〃

田

中

義

宣

〃

坂

本

晋

一

〃

小

嶋

大

介

〃

丹

下

英

紀

〃

長
谷
川

潤

〃

櫻

井

貴

基

〃

野

村

尚

広

〃

田

中

喜

隆

〃

伊

藤

龍

哉

〃

中

西

正

史

〃

高

畠

弘

〃

小

野

俊

之

〃

水

谷

�

也

〃

國

生

隆

也

〃

立

岩

秀

夫

〃

犬

上

�

佑

〃

小

澤

佳

次

〃

田

村

拓

之

〃

小

松

義

麿

〃

浄

見

陸

〃

渡

邊

昌

紀

主

典

加

藤

千

理

〃

松

橋

嶺

行

〃

香

田

俊

介

〃

三

浦

彩

夏

出

仕

今

野

僚

也

〃

中

村

陽

宏

〃

江

沢

恵

祭
祀
職
員

井

出

貴

史

巫

女

猿

橋

由

唯

〃

東

智

香

〃

鈴

木

美

波

〃

町

田

れ
い
か

〃

秋

元

茉
莉
子

〃

鶴

田

麻

樹

〃

佐

藤

真

帆

〃

櫻
木
谷

美

里

〃

長

濱

理

衣

〃

鈴

木

し
づ
か

〃

岡

田

美

保

〃

鈴

木

風

音

参

事

山

口

里

美

〃

松

本

み
な
子

〃

渡

部

尚

美

主

事

間

山

恵

〃

関

良

子

〃

森

好

子

〃

大

谷

薫

〃

鷹

野

智

子

〃

岩

永

亮

一

〃

齋

藤

千

明

〃

伊

藤

綾

子

〃

谷

澤

紗
也
佳

録

事

佐

原

慧

〃

辻

井

博

〃

大

山

み
な
み

〃

山

縣

祐

子

〃

山

本

沙

紀

用

務

員

小
野
寺

美

夫

嘱

託

田

邊

あ
け
み

〃

堀

口

邦

人

〃

田

路

晴

子

〃

中

川

卓

二

〃

加

藤

誠

二

〃

鈴

木

正

明

〃

玉

木

利

夫

〃

長

澤

秀

雄

嘱

託

中

島

光

雄

〃

山

本

則

雄

〃

加

藤

利

幸

〃

渡

邉

寿

夫

〃

小

泉

幸

造

〃

藤

野

尚

則

〃

山

崎

義

雄

〃

倉

持

伸

夫

〃

井

出

彰

〃

新

垣

盛

仁

〃

柳

川

久

義

〃

神

部

清

〃

田

上

寛

子

�
�
�
�
�
�
�

殿

長

井

上

浩

之

殿
長
代
理

岩
清
水

弘

子

予

約

課

塚

越

由

佳

〃

杉

山

史

織

経
理
課
主
任

菅

野

絵
美
子

経

理

課

安

保

幸

子

総

務

課

木

村

禎

成

管

理

課

武

井

達

哉
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病

院

長

鳴

海

裕

之

副
病
院
長

栗

田

啓

司

〃

尾

崎

政

則

総
看
護
師
長

安

藤

る
り
子

医

局

長

木

勢

佳

史

医

師

大

上

麻
由
里

〃

武

村

文

夫

〃

車

田

知

之

〃

原

正

〃

赤

塚

正

洋

〃

劉

孟

娟

薬
剤
係
長

福

富

大

樹

薬

剤

師

小

池

ち
ひ
ろ

〃

川

	

万
里
奈

薬

剤

師

島

村

梓

看
護
師
長

益

子

美
智
子

〃

酒

井

文

子

〃

菊

野

朝

子

主
任
看
護
師

菊

池

み
の
り

看

護

師

友

寄

深

愛

〃

新

谷

葉

美

〃

福

田

由
紀
子

〃

森

川

春

華

〃

港

美
和
子

〃

中

嶋

甲

子

〃

古

屋

郁

子

〃

荻

野

香

世

〃

竹
之
内

愛

美

〃

礒

	

由
香
子

〃

石

黒

明

奈

〃

大

津

い
ず
み

〃

西

原

由

夏

〃

高

野

奈
津
子

〃

志

沢

静

香

〃




橋

幸

恵

〃

千

葉

孝

一

〃

和

氣

智

子

〃

小

泉

勝

美

〃

佐

藤

明

美

〃

飯

野

博

史

〃

福

永

三
智
子

〃

布

施

麗

子

〃

下

村

時

子

〃

桂

川

ゆ
か
り

〃

戸

室

千
恵
美

〃

島

村

睦

子

〃

望

月

倫

〃

村

山

直

子

〃

臼

木

真
理
子

〃

水

村

礼

子

〃

若

松

真
奈
美

〃

島

村

優

子

〃

吉

田

ひ
と
み

〃

山

口

愛

弓

〃

小

山

み
ゆ
き

〃

江

良

祐

佳

〃

澤

井

麻
依
子

〃

安

藤

由
美
子

放
射
線
係
長

里

吉

恵

太

放
射
線
技
師

菊

地

麻

弥

〃

五
十
嵐

明

子

〃

藤

井

康

仁

検
査
主
任

小

関

恵
利
子

検
査
技
師




橋

知

佳

〃

高

橋

直

子

〃

佐

藤

敏

枝

〃

菱

沼

美

紀

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
主
任

相

原

忠

洋

理
学
療
法
士

村

田

有

奈

〃

齋

藤

智

美

地
域
連
携
主
任

大

林

由
美
子

地
域
連
携

千

葉

美

和

視
能
訓
練
士

佐

内

彩

香

看
護
補
助
者

臼

井

弘

子

〃

木

村

馨

〃

角

田

聡

子

〃

金

井

眞
由
美

健
康
管
理
課
長

能

條

節

也

会
計
課
長

新

倉

志

朗

健
康
管
理
係
長

森

下

晋

作

医
事
係
長

稲

垣

直

哉

健
康
管
理
主
任

滝

澤

康

之

医
事
主
任

久

保

友
歌
里

会
計
主
任

小

島

文

子

事

務

員

三

枝

ち
ひ
ろ

〃

椎

野

恵

子

〃

太

田

静

花

〃

内

田

桂

太

〃

福

川

優

子

〃

岩

舘

美

和

〃

島

居

真
奈
美

〃

大

嶋

康

伸

〃

中
曽
根

岩

子

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

管

理

者

松

本

由

美

看

護

師

池

田

志
美
子

〃

石

井

美

佐

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
 
!

苑

長

内

山

光

昭

事

務

長

渡

邊

マ
ツ
子

師

長

渡

辺

雪

子

支
援
相
談
科

科

長

長

塚

恭

士

管
理
課
主
任

鈴

木

誠

会

計

課

佐

藤

友
紀
子

施
設
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー

杉

崎

伸

代

管
理
栄
養
士

石

井

麻
由
美

薬

剤

師

坂

倉

礼

子

理
学
療
法
科

主

任

筒

井

亜

樹

理
学
療
法
士

秋

山

恵

看
護
主
任

田

口

浩

美

看
護
職
員

山

浦

和

美

〃

湯

山

洋

子

〃

吉

澤

美
恵
子

〃

広

兼

絹

枝

〃

府

川

悦

子

〃

川

尻

佐
美
子

介
護
科
主
任

田

口

真
由
美

介
護
職
員

冨

田

薫

〃

寺

田

利
恵
子

〃

福

田

久
美
子

〃

近

田

典

子

〃

鴨

山

和

弘

〃

井

上

瞳

〃

金

子

和

世

〃

武

田

佳

子

〃

鳥

澤

晶

美

〃

平

野

智

弘

〃

北

條

直

史

〃

溝

江

美

雅

〃

安

田

孝

子

〃

阿

部

珠

美

〃

赤

城

基
予
子

〃

由

井

由
貴
枝

〃

今

井

ツ

ヤ

〃

久
志
本

か
と
り

〃

神

保

悦

子

〃

佃

章
市
呂

〃

赤

池

真

樹

通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
主
任

大

山

瀧

子

通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

渡

辺

裕

子

居
宅
支
援

事
業
所
主
任

中

村

智
真
子

居
宅
支
援

事

業

所

日

田

旭

�
�

�
�

�
�

�
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六
月
十
五
日
、
宮
山
神
輿
愛

好
会
の
御
田
植
祭
が
会
員
多
数

参
列
の
も
と
で
執
り
行
わ
れ
豊

作
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

の
影
響
で
、
夏
の
天
候
不
順
が

心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
相
互
に
よ
り
丹
精
込
め
て
育

て
上
げ
、
無
事
寒
川
神
社
と
伊

勢
の
神
宮
に
奉
納
出
来
る
よ
う

誓
い
合
い
ま
し
た
。

��	
���� さ が み ������

�� ����
�� ����

�� ����
�� ����

�� ����
��� �����
��� �����

��� �����
��� �����
��� �����
��� �����

��� �����
			 					

と

き

平
成
二
十
六
年
八
月
十
五
日

(

金)

午
後
五
時
開
場

午
後
五
時
三
十
分
開
演

と
こ
ろ

寒
川
神
社
境
内
特
設
能
舞
台

小
雨
決
行
に
つ
き
雨
具
を
ご
準
備
下
さ
い
。

※
荒
天
時－
寒
川
総
合
体
育
館

番

組

◆
能

江
野
島

中
森

貫
太
ほ
か

◆
狂
言

口
真
似

野
村

萬
斎
ほ
か

◆
能

鞍
馬
天
狗

観
世

喜
正
ほ
か

申
込
方
法

往
復
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書

で
明
記
の
う
え
下
記
要
項
に
よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い

(

先
着
一
、〇
〇
〇
名)

申
込
先

〒
253－

0195

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

お
問
合
せ

電
話
〇
四
六
七－

七
五－

〇
〇
〇
四

相
模
薪
能
係

電
話
で
の
申
し
込
み
は
出
来
ま
せ
ん
。

�
狂
言

｢

口
真
似｣

＜

撮
影
政
川
慎
治＞

�
能

｢

鞍
馬
天
狗｣

�
能

｢

江
野
島｣

《往信》

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

相
模
薪
能
係

表 253-0195
住
所

氏
名

年
齢

�

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…

裏

《返信》

〇
〇
県
〇
〇
市
〇
〇
町

〇－

〇－

〇

〇
〇
〇
〇
様

(

ご
自
身
の
住
所･

氏
名)

表 郵便番号
裏
面
は
記
入
な
し
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

裏

※
お
一
人
様
一
枚
限
り

(

中
学

生
以
上)

※
鑑
賞
券
の
転
売
は
固
く
禁
止

致
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
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浪
速
神
楽
講
師
、
津
守
神
社

宮
司
今
江
隆
道
先
生
を
お
招
き

し
、
六
月
十
七
日
よ
り
十
九
日

に
か
け
て
、
神
職
・
巫
女
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。こ

の
神
楽
は
寒
川
神
社
の
各

祭
典
や
団
体
参
拝
の
折
に
、
御

神
慮
を
お
慰
め
す
る
よ
う
御
神

前
で
奉
奏
し
て
お
り
ま
す
。

先
生
に
は
三
日
間
に
亘
り

舞
と
楽
を
基
礎
か
ら
懇
切
丁
寧

に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
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少
年
活
動
だ
よ
り
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六
月
八
日
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
二
団
の

発
団
四
十
一
周
年
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
神
奈
川
県

第
四
十
五
団
の
発
団
三
十
七
周
年
を
御
神
前
に
奉

告
し
、
両
団
の
更

な
る
発
展
と
活
動

へ
の
安
全
を
祈
念

す
る
発
団
記
念
奉

告
祭
が
育
成
会
長

団
委
員
、
リ
ー
ダ

ー
ス
カ
ウ
ト
等
参

列
の
も
と
、
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

�����
�����

�����
�����
�����
�����
�����

梅
雨
の
晴
れ
間
と
な
り
、
真
夏
の
よ
う
な
青
空

が
広
が
っ
た
六
月
十
五
日
、
恒
例
の
田
植
え
が
神

社
近
く
の
神
饌
田
に
於
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

神
職
に
よ
り
神
饌
田
が
祓
い
清
め
ら
れ
、
四
隅

に
御
幣
が
立
て

ら
れ
本
年
の
豊

作
が
祈
念
さ
れ

田
植
え
が
始
ま

り
ま
し
た
。

ス
カ
ウ
ト
達

は
ぬ
か
る
ん
だ

田
に
入
る
と
横

一
列
に
並
び
一

歩
一
歩
慎
重
に

苗
を
植
え
て
お

り
ま
し
た
。

し
、
飾
り
付
け
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

園
児
達
が
思
い
思
い
に
描
き

華
や
か
に
飾
り
付
け
た
、
こ
の

こ
ど
も
神
輿
は
、
七
月
六
日
よ

り
二
十
六
日
ま
で
内
庭
に
展
示

さ
れ
、
訪
れ
た
参
拝
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

短
冊
に
願
い
事
を
書
く
風
習
は
日
本
独
自
の
文
化
で
江
戸
中
期
頃

よ
り
盛
ん
に
な
っ
た
。
古
今
の
書
物
を
紐
解
く
と
、
�
決
意
を
表

明
す
る
と
願
い
が
叶
い
易
く
な
る
�
と
多
く
に
記
し
て
あ
る
。

目
標
を
掲
げ
神
に
結
願
を
祈
ろ
う
。

����
����
����
����
����

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な

ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す

�
文
月

寒
川
ま
つ
り
会
で
は
、
浜
降

祭
の
伝
統
を
守
る
為
、
世
代
を

超
え
て
お
祭
り
に
参
加
し
て
も

ら
う
事
で
、
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、
町
内
挙
げ
て
盛
り
上
げ

て
行
こ
う
と
、
今
年
も
町
内
に

あ
る
七
つ
の
保
育
園
と
幼
稚
園

に
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
神
輿
を
配
布

�
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�
�
�
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直
ぐ
に
口
か
ら
気
管
へ
逆
流
し

肺
炎
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
し
、
ま
た
粘
液
で

食
物
を
包
み
込
ん
で
食
物
の
過

剰
な
熱
分
を
吸
収
し
、
逆
立
ち

し
て
い
て
も
、
胃
へ
着
実
に
食

物
を
送
る
と
い
う
機
能
を
し
て

お
り
、
非
常
に
大
切
な
臓
器
で

す
。十

二
指
腸
も
消
化
酵
素
、
胆

汁
に
よ
っ
て
食
物
を
消
化
す
る

の
に
大
切
な
部
分
で
す
。
上
部

消
化
管
内
視
鏡
で
は
、
食
道

胃
、
十
二
指
腸
の
粘
膜
の
色
彩

細
か
い
ヒ
ダ
の
観
察
を
行
い

そ
れ
に
よ
り
早
期
で
見
つ
か
っ

た
癌
で
あ
れ
ば
、
一
部
の
例
外

を
除
い
て
、
内
視
鏡
で
取
れ
る

場
合
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

戦
前
ず
っ
と
欧
米
か
ら
教
わ
っ

て
来
た
医
学
会
は
、
特
に
内
視

鏡
の
分
野
で
は
国
際
学
会
に
お

い
て
で
さ
え
、
欧
米
の
医
師
よ

り

｢
以
前
は
医
学
の
知
識
は
西

洋
か
ら
東
洋
へ
、
だ
っ
た
が

最
近
の
内
視
鏡
医
学
の
知
識
は

東
洋
、
特
に
日
本
か
ら
西
洋
へ

と
い
う
時
代
に
な
っ
た｣

と
言

わ
し
め
る
よ
う
に
発
展
し
ま
し

た
。
中
年
層
以
降
の
毎
年
一
回

の
上
部
内
視

鏡
検
査
は
、

大
変
有
意
義

な
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

私
が
医
師
に
な
っ
た
こ
ろ
と

比
べ
て
医
学
も
ど
ん
ど
ん
進
歩

し
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
食
道

や
胃
の
早
期
診
断
と
も
て
は
や

さ
れ
た
上
部
消
化
管
造
影
も

だ
ん
だ
ん
上
部
消
化
管
内
視
鏡

に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

上
部
消
化
管
内
視
鏡
、
い
わ

ゆ
る
胃
カ
メ
ラ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
大
道
芸
人
が
広
場
で
長
い

刀
を
飲
ん
で
い
た
の
を
ヒ
ン
ト

に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
は
硬
性
鏡
と
言
っ
て

真
直
ぐ
の
太
い
棒
状
の
も
の
で

そ
の
先
に
カ
メ
ラ
を
つ
け
て
い

て
、
写
真
を
何
枚
も
撮
っ
て
現

像
し
、
そ
こ
か
ら
判
断
す
る
と

い
う
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
物
で
し
た
。
棒
の
先
を

胃
に
入
れ
る
だ
け
で
も
一
苦
労

な
の
に
、
写
真
を
撮
る
た
め
の

光
を
真
っ
暗
な
胃
ま
で
、
ど
う

入
れ
る
か
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
う
ち
軟
性
鏡
と
い
っ

て
、
自
由
自
在
に
曲
が
る
胃
カ

メ
ラ
と
な
り
、
飲
む
の
が
か
な

り
容
易
に
な
っ
た
も
の
の
、
ま

だ
太
く
、
曲
が
る
角
度
に
も
限

界
が
あ
り
、
操
作
が
大
変
で
し

た
。最

近
は
さ
ら
に
細
い
胃
カ
メ

ラ
と
な
り
、
世
界
に
誇
る
日
本

の
画
像
技
術
開
発
に
よ
り
、
画

像
も
非
常
に
細
か
く
な
り
、
そ

れ
ま
で
は
な
か
な
か
判
断
し
に

く
か
っ
た
早
期
癌
も
発
見
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
一
言
で
胃

カ
メ
ラ
と
い
い
ま
す
が
、
い
わ

ゆ
る
上
部
消
化
管
内
視
鏡
で
は

食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
を
観
察

し
た
り
、
治
療
し
た
り
し
ま
す

胃
は
、
強
酸
の
胃
液
と
タ
ン

パ
ク
分
解
酵
素
を
分
泌
し
、
食

物
の
消
化
に
お
い
て
非
常
に
大

切
な
第
一
歩
の
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
、
胃
の
病
気
を
早
く
発

見
し
治
療
す
る
こ
と
は
き
わ
め

て
重
要
で
す
。
し
か
し
、
口
か

ら
胃
ま
で
の
通
り
道
で
あ
る
食

道
も
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
胃

液
が
少
量
で
も
逆
流
し
た
時
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出

仕

三
浦

彩
夏

主
典
を
命
ず
る

録

事

谷
澤
紗
也
佳

主
事
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

�
�
�

�

�


�

権
禰
宜

藤
岡

義
久

神
社
本
庁
へ
転
出
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

神

社

本

庁

�
�
�
 

�

�


�

山
本

沙
紀

録
事
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

�



�
�
�

�

医

師

城
倉

雅
次

看
護
師

永
田

由
貴

〃

大
木

優
香

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

�

�
!
"

�

看
護
師

吉
澤
美
恵
子

介
護
福
祉
士

赤
池

真
樹

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

�
#
$

�

�


�

巫

女

硲

美
佳

〃

増
島

美
和

〃

上
野

智
尋

〃

岩
澤

真
由

録

事

原

四
郎

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

�



�
�
�

�

看
護
師

田
畑

千
佳

〃

松
本

留
美

〃

辻

洋
子

〃

中
西

千
夏

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

�

�
!
"

�

介
護
福
祉
士

鈴
木
加
奈
美

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に
よ
り
、
七
月
一
日
付
を
も
っ

て
新
た
に
元
菅
谷
神
社
責
任
役
員
、
前
田
隆
一
氏
と
浜
降
祭
御
旅

所
神
主

(

第
十
代
鈴
木
孫
七)

松
本
学
氏
の
二
名
が
責
任
役
員
に

ま
た
顧
問
と
し
て
、
前
茅
ヶ
崎
商
工
会
議
所
会
頭
、
田
中
賢
三
氏

が
、
こ
れ
ま
で
責
任
役
員
を
お
勤
め
頂
い
た
、
横
溝
�
義
・
市
川

元
久
両
氏
が
参
与
に
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
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三
年
振
り
に
掛
け
替
え
ら
れ
た

御
本
殿
の
大
注
連
縄

な
ど
個
々
に
意
味
が
あ
り
、
一
家

の
安
泰
が
祈
念
さ
れ
て
い
る
。

家
族
全
員
で
飾
り
付
け
る
の
も
家

庭
円
満
の
秘
訣
か
も
知
れ
な
い

(

尚)

七
夕
の
笹
飾
り
に
は
、
巾
着
＝
貯

蓄
、
折
鶴
＝
長
寿
、
屑
籠
＝
清
潔

燕
の
子
頭
上
注
意
の
道
の
駅

原
野

楽
天

顔
よ
り
も
大
き
口
開
け
燕
の
子

芹
澤

徳
光

講
談
師
佳
境
で
脱
ぐ
や
夏
羽
織

根
岸

君
子

言
訳
を
日
傘
の
中
に
た
た
み
け
り

金
指

月
光

子
燕
に
出
入
せ
は
し
き
無
人
駅

飛
石

槿
花

黒
塀
に
銀
の
帯
引
く
蝸
牛

倉
谷

節
子

雲
の
上へ

に
更
に
雲
あ
り
夕
焼
く
る

宮
入

つ
る

燕
の
子
見
上
げ
る
子
等
に
加
は
り
ぬ

岩
田
美
代
子

一
匹
の
た
め
に
つ
け
た
る
蚊
遣
香

菅
沼

保
幸

明
早
し
框

か
ま
ち

に
置
き
し
旅
か
ば
ん

菅
沼
う
め
の

お
こ
さ
れ
し
畝
を
ま
っ
す
ぐ
蛇
の
ゆ
く

山
本

朝
子

田
植
え
終
え
浸
す
農
婦
の
脛
白
し

伊
藤

公
一

短
夜
や
夢
か
う
つ
つ
か
雨
激
し

竹
村
真
砂
美

指
切
っ
て
指
な
め
て
ゐ
る
青
芒

す
す
き

金
子

つ
ぢ

風
入
れ
る
母
の
形
見
の
単

ひ
と
え

帯

浦
野

房
子

碁
敵
の
来
る
と
言
う
日
の
初
鰹

松
村

信
篤

は
や
ば
や
と
玄
関
に
待
つ
蝸
牛

露
木
て
る
子

梅
全
部
�
い
だ
つ
も
り
が
落
ち
て
く
る

皆
川
志
ん
ご

青
時
雨
極
楽
寺
坂
ゆ
る
や
か
に

松
本
美
智
子

瞰み

下
ろ
せ
ば
色
と
り
ど
り
の
日
傘
ゆ
く

四
ッ
車
梢
月

雪
背
負
い
世
界
遺
産
の
富
士
の
山
五
月
の
空
に
ひ
か
り
て
見
え
る

�
田

幸
子

青
天
の
青
葉
の
中
よ
り
舞
い
出
で
て
紋
白
蝶
の
飛
び
交
い
て
お
り

三
留
と
く
子

藍
色
に
空
と
海
と
が
と
け
合
へ
る
基
地
負
は
さ
れ
し
神
さ
ぶ
る
島

堀
江

照
子

石
楠
花
と
椿
に
蔓
を
か
ら
ま
せ
て
ク
レ
マ
チ
ス
咲
く
五
月
の
空
へ

宮
治
友
美
枝

五
月
晴
れ
武
甲
山
背
に
芝
桜
花
の
波
う
ち
彼
方
へ
続
く

徳
江

道
子

黄
緑
の
淡
き
が
香
る
楠
若
葉
み
社
の
杜
を
あ
か
る
く
包
む

宇
田
川
時
子

雨
あ
が
り
動
き
の
お
そ
い
な
め
く
じ
の
必
死
で
渡
る
畔
這
う
を
み
る

土
屋
ト
ミ
子

陽
光
を
あ
び
燦
さ
ん
と
煌
め
け
る
日
溜
り
の
木
々
若
葉
が
に
お
う

浜
田

寿
子

た
ら
の
芽
の
天
ぷ
ら
美
味
し
新
緑
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
注
ぐ
吾
が
腹
の
中

山
口

幸
子

老
木
の
桜
見
事
に
咲
き
盛
る
花
散
ら
し
の
雨
今
し
ば
し
待
て

山
根
喜
美
代

両
側
は
桜
並
木
の
目
黒
川
水
面
を
ゆ
る
く
花
い
か
だ
い
く

亀
山

文
子

友
よ
り
の
気
遣
い
こ
も
る
竹
の
子
御
飯
仏
に
供
え
我
も
楽
し
む

安
藤

慧

野
焼
き
す
み
し
仙
石
原
の
黒
き
大
地
す
す
き
の
芽
ぶ
き
待
つ
風
の
中

川
島
惠
美
子

丸
い
葉
を
支
え
る
よ
う
に
ふ
き
若
葉
み
ど
り
の
茎
は
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る

天
利

春
枝

誕
生
日
は
わ
れ
と
同
じ
日
抱
き
上
ぐ
る
曽
孫

｢

恵
翔｣

君
の
重
た
き
い
の
ち

平
澤
ま
さ
え

か
や
ぶ
き
の
屋
根
の
風
情
も
古
都
の
春
雨
に
う
つ
む
く
か
い
ど
う
の
花

稲
垣

武
子

何
時
ま
で
も
引
き
ず
り
お
ら
ず
元
気
に
と
青
葉
若
葉
の
吾
が
心
照
ら
す

岡
元

芳
子

大
空
を
わ
が
も
の
と
し
て
大
欅
一
気
に
芽
ぶ
く
音
た
て
芽
ぶ
く

杉
本

照
世


